
“やさしいせいふく”とは？

　“やさしいせいふく”は，人にも環境にもやさし
い服づくりを通してよりよい社会の実現を目指す学
生団体です。
　ファストファッションが抱える社会問題や服との
付き合い方を，買う側のひとが考える機会づくりも
目的としています。
　運営は中高（大）生で構成され，支えてくださる
大人たちや企業と繋がり，問題に加え，「服は消費
するものではない」という価値観を若い世代に発信
します。
　また，発信するだけでなく問題が起きてしまう原
因である服の生産の構造の変革をしようと考えてい
ます。
　“やさしいせいふく”は，最終的に，服にかかわ
る全ての人々の意識を変え，「ありがとう」と，笑
顔が生まれる服づくりを世界中に浸透させること
で，「自然」，「人」，「世界」にやさしい服づくりの
かたちを作ることを目指しています。

“やさしいせいふく”とのかかわり

　お気に入りの服を着るとき，小さな子どもが得意
げにお気に入りの服を持ってぐるぐる回ったり，
買ってきたばかりの服を家族の前で着て即席の
ファッションショーが始まったり，衣服は私たちを
笑顔にしてくれます。また辛い時には黒色や濃色の
衣類で悲しさを共有することもあります。衣類は単
なる布製品ではなく，私たちの気持ちに寄り添っ
て，一緒に過ごしてくれる仲間だと考えています。
　1987 年 3 月バブル経済の始まりとともに繊維業
界に身を置いてきた私は，さまざまな業界の変遷を
見てきました。なかでもグローバル化という名のも
とに巨大資本が主に開発途上国で衣類を低加工賃で
生産するようになり，それに合わせる為に生地価格
も下がって，大量の製品が低価格で出回るように
なったことはとても大きな出来事でした。何を作る
にも価格と納期が優先で，他社より早く安く調達で
きる地域をみつけることに腐心して，生産者に目を

向けることができない業界が出来上がってきまし
た。過酷な生存競争の中で衣類の価値は下がり，質
の高い生地を生産する人々は廃業に追いやられてし
まいました。その結果，繊維業界の川下（ブランド
と小売り）の効率を優先させる企業群だけが生き残
る，殺伐とした繊維産業となりました。そこへ新型
コロナの猛威が襲いかかり，瀕死の重傷を負い始め
た 2020 年に“やさしいせいふく”は活動を活発化
させたのです。
　SDGs の教育でファッション産業の歪みを教育界
の方々が取り上げてくださったおかげで，学生と私
は知り合うことができました。
　2017 年，ある講演会で山藤旅聞先生（当時は都
立武蔵高校，現在は新渡戸文化学園教諭）から，
“SDGs for School”でアースデーに出展するから
学生と対談して欲しいと誘われたのがきっかけです。
　今のメンバーの一部の人達には 2018 年のアース
デーで出会い，2019 年のアースデー後には有志に
よる繊維の勉強会を開催しました。綿だけでなく
ウール，ポリエステルといった素材原料の作り方か
ら変遷の歴史を一緒に学び，今の繊維産業の課題に
ついて話し合いました。
　「作っている人が泣いているような服は着たくな
い」と叫んでみても，それでも自分たちの考えるよ
うなブランドは無い…。その思いから，当初の活動

『学生ブランド作っちゃおうぜ』が開始しました。

業界への働きかけ

　「製品を製作したいので企業を選びたい」という
ことから，2020 年 1 月 23 日に企業向け説明会を開
催しました。企業から 50 人以上が参加して，その
様子は業界紙に掲載されました。
　数社の企業から関心が寄せられたので，春休みに
企業審査会を計画しました。学生が企業にエント
リーシートへ記入させて審査するというユニークな
方法でしたが，コロナがまん延し始めた時期という
ことで全ての審査がオンラインとなりました。
　審査会で彼らがパートナー企業として選んだ 8 社
とは今も交流がありますが，残念ながら当初の計画

“やさしいせいふく”に応援されて
やさしいせいふくサポーター　稲垣 貢哉
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である学校用の繊維製品はハードルが高くていまだ
実現していません。
　やさしいせいふくメンバーは，中高生が企業を審
査，しかもオンラインで実施するという行動で大人
も動かし，業界紙に取り上げられました。2020 年
11 月 9 日には経済産業省を訪問して意見書を提出
しました。その内容は，日本の繊維産業が人権の問
題や環境問題に本気で取り組んでいないということ
を訴えたものでした。
　欧米では社会問題に取り組むことを事業目的にし
たブランドもありますが，多くは環境保護団体など
の不買運動から企業価値を守るためにサプライ
チェーン課題の解決，使用する薬剤の管理などサス
テナブルに取り組んでいます。結果として，気候変
動に取り組む企業が増え，素材の調達にメスが入
り，私たちが手にすることができるサステナブル製
品が増えていることは喜ぶべきことだと考えていま
す。

学校への働きかけ

　やさしいせいふくの講演活動は同世代向けが多い
のですが，中高生が中学校で授業をするという漫画
のような出来事も体験しました。きっと学校でもミ
レニアム，Z 世代の教員の方々が中心になって
SDGs の達成が未来を残す手段だと考えていたので
しょう。中学校に行くと裏口で若い先生が教頭先生
を連れて校内までご案内してくれました。その後に
中高生によるメンバーが考案したワークショップや
ロールプレイングによるファッション産業の中学 2
年生への授業は静かに盛り上がり，次の時間は体育
館を借りて中学 2年生全体へのやさしいせいふくに
よる講演会へと続きました。その時には多くの先生
方が集まり，終了後は校長先生からメンバーに図書
カードが配られるという大団円を迎えたのです。
　それからもオンラインを中心にさまざまな学校へ
のプレゼンテーションを続けています。
　その一方では，繊維業界からは何のリアクション
もないのが日本業界の寂しいところです。

やさしい Tシャツ

　やさしいせいふくメンバーは対立を好まず，自ら
のアクションでの変革を選択しました。自分たちで
オーガニックコットンのTシャツを企画・販売し，
それらを通じて，社会問題を学生中心に伝えていく
というアクションです。
　インド棉花農家の自殺問題から，農家の貧困と有
機農業への転換支援を発想したり，子どもたちが学

【学生ブランド作っちゃおうぜ】

【経済産業省訪問　2020 年 11月 9日】
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校に通える環境を提供しながら Peace By Peace
コットン財団（PBP COTTON 財団，注 1）と連携
して，支援地で生産されたオーガニックコットンで
T シャツを作ったりという発想です。一見すると簡
単なことに思えますが，繊維製品の生産にはさまざ
まな業者が介在してサプライチェーンを形成してい
ることと，少量で生産ができないという問題があり
ました。
　棉花の調達から生産までは，オンラインでの農家
との話し合いと工場見学・従業員インタビューを実
施しました。
　特に工場見学では，インド工場の担当者が工場内
を歩き回って工程の説明と労働者の管理状況を行っ
ていること，オーガニックコットンとフェアトレー
ドコットンしか使用していない工場であることを確
認しました。その上で，若手の女子工員にやさしい
せいふくメンバーが工場の対応やコロナ禍での生活
について質問し，工場がきちんと管理されていて工
員にも給与以外で食事の提供や帰省の際には特別手
当を出したという話に納得し，この工場に発注する
ことを決めました。
　棉花からの糸生産（紡績）では最少量が棉花 1
ベール（＝梱包）の 400 ポンド（約 181㎏）なの
で，1,000 枚注文することにしました。生地製造

（編立て）をした後で，白色に染色して T シャツに
そのままプリントできる状態の生地を準備しました。
　インドの工場からの仕入価格についても話し合い
ました。T シャツは 1 枚当たり 3.15 ドルと工場か
ら連絡がありましたが，その根拠を工場に聞いたり
購入価格が不当に安くないかを調査したりもしまし
た。
　最終的にコストを開示して販売するという，日本
のアパレルではありえない方法を彼らは採用しまし
た（注 2）。
　話し合いの上で，サイズはジェンダーレスで 5 サ
イズ（表記をレディス S サイズの①からメンズの
XL サイズの⑤まで），洗濯ラベルは生地削減の意
味から T シャツ裾部分に印字するなどの工夫もす
ることにしました。
　プリントは，小ロット対応とプリント時の水使用

を減らすために顔料インクでのインクジェットプリ
ントを採用するなどといった点も考慮しました。こ
のように，“やさしい T シャツ”は何度も話し合
い，工場の確認も取りながら進めていくことで，さ
まざまな角度から安心してご紹介できる商品になっ
たのです。
　学校に行くことができず棉花畑で働かされる同世
代の子ども，不衛生・不適切な労働環境で長時間・
低賃金で働かされる労働者，大量生産の果てに廃棄
される衣類は誰も笑顔にしない。
　“人にやさしい”，“環境にやさしい”，“世界にや
さしい”を伝えることは，やさしいせいふくメン
バーにとって仕事ではなく，部活動でもなく，自分
の利益にもなりません。その活動を 3 年以上続け，
加速させている彼らの目的は，世界中の繊維産業従
事者や地球にとって本当にやさしい存在です。

“やさしいせいふく”の現状

　2022 年，やさしいせいふくの活動は第一世代が
大学生になり，活動初期には中学生だったメンバー
が主体となってきました。立上げ，組織づくりと土
台を築いて来た世代からのバトンは，中高生に引き
継がれています。
　任意団体であるやさしいせいふくには拘束力がな
いので，何人かのメンバーが途中で去っていくこと
を経験してきました。数度のメンバー募集で加わっ
た新メンバーには，フォローアップの合宿プログラ
ムが用意されています。合宿といっても，実際は長
期休暇期間中にオンラインで実施されます。必要な
知識や活動内容の伝達，高度に発達してしまった
IT ツールの使い方などが主なプログラムです。そ
の時に理解できなくても，過去のデータやオンライ
ン上の会話メモ，すべての会議議事録はワークス
ペースに保管されています。伝達手段は Slack を使
い，データの送信もその中で行われています。
　これらの IT ツールの費用は，団体の設立当初か
ら見守ってくれている IT ベンチャー企業の（株）
エヌエルプラスが技術・支援サポートをしていま
す。年に数回の活動報告と彼らの進捗状況は高校卒
業後に電気工事士として現場で働いたのちにベン

注1　 Peace By Peace COTTON 財団（一般財団法人 PBP COTTON）…インドの棉花農家の有機栽培への転換支援，
農家の子どもの就学や高等教育への支援をする団体。

注2　 EVERLANE という USA ブランドは価格を開示しています。
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チャーを立上げた笠間一生社長の心を動かして，今
日まで支えてくれています。

今後の課題

　繊維産業は綿，ウール，シルクなど天然繊維中心
のように見えますが，石油などを原料とするポリエ
ステルやナイロンといった化学合成繊維が全素材原
料の 62％を占めています。特にポリエステル繊維
の増産は 2000 年以降顕著になり，その生産量は
2000 年と比較すると 2.8 倍で，全素材の 52％を占
めるまでになってきました。データを分析すれば，
ファストファッションによるアパレルの大量生産は
ポリエステルの増産とともにあるように考えられま
す。ポリエステルはとても有用な素材で使い方やリ
サイクルの方法をきっちり考えて使用していけば，
気候変動対策にも活用できる素材です。天然繊維
は，原料の生産や生物多様性を意識した調達により
安心して使用できる素材で，更なる研究が各方面で
進められています。新型コロナを経験して生き残っ
た海外の繊維産業はもう同じ轍を踏みたくないとい
う意識が強く，企業体の変革を進めています。金融
機関がESG投資を打ち出していることにも呼応し
て，積極的に人権，環境，生物多様性に取り組む企
業が“COOL（カッコイイ）”と称賛されるように
なってきています。世代交代が進んだことも一つの
要因ではないかと考えられます。
　ここにきて日本のアパレルを中心としたブランド
企業の元気の無さが気にかかります。商社に調達や
生産を委託してきたことから素材への関心が薄れ
て，サステナビリティに関しては海外ブランドとの
差が開いてきています。

　日本のメーカーは海外ブランドに目を向けた商品
開発，商社は海外での展開で市場を見ているため敏
感に“金になるサステナブル”をビジネスに取り入
れて，コロナ禍でも好業績の企業が見られます。
　日本のブランドが“やさしいせいふく”の考えを
学んで，生産背景を見直せば立ち直れるという思い
で，日々市場を監視しています。
　商社やアパレルは，常に新しいものを探していま
す。“学生初の SDGs ブランド”は目新しく，清潔
感もあることから，商社やアパレルが彼らに接触し
てくることが予想されます。既に商社から彼らの商
品や取り組みの説明をしたいと話を持ち掛けてきて
います。利用されないように彼らをどうやって守っ
ていくかが一つの課題です。

さいごに

　“やさしいせいふく”は，日本の学生が自分たち
の衣服の背景に疑問を持って純粋に研究し，それを
講演会などで発表して仲間を増やしてきました。変
わらない業界に少し刺激を与えるために，説明の
ツールとしての Tシャツを開発，生産，販売しは
じめました。次に何をするのかは分かりませんが，
私はいつも彼らに応援してもらっている気持ちで会
議に参加しています。日曜日20時からの定例会議，
もちろんオンラインが楽しみです。

〔備考〕当原稿では，“棉花”と“綿”の両方を表記
しています。農業では“棉花”を使用し，“綿”は
糸，生地，洋服など収穫後の工業生産品に使用して
います。

【“やさしいせいふく”メンバー】
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